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主催：聖書研究会京都集会
　　　　　　　京都市右京区常盤下田町9
　　　　　　www.zion-jpn.or.jp/skk/　

この会のお問合せは　
TEL:075-462-8294（坂本） 
info@skk-kyoto.com

■日時　
9月18日（木）ＰＭ7：00－8：50
京都アスニー
（京都市生涯学習総合センター）
市バス・京都バス・JRバス
　「丸太町七本松」下車すぐ
　「千本丸太町」下車西へ徒歩5分
JR「円町」下車東へ徒歩10分

■参加無料　自由にご参加ください。　

はじめての聖書に学ぶ会とは
　これから聖書について知りたい人のため
の集まりです。クリスチャンの方も参加いた
だけますが、基本的な知識が中心の内容と
なります。
　私たちは、皆さんが聖書をよく知ってか
ら、関わり方を自分で決めていただきたいと
考えています。ですから希望されない限り、
クリスャンになることはすすめません。
　始めに講師がお話しし、その後話し合い
の時を持ちます。講師の話への質問だけで
なく、聖書やキリスト教に関する日頃からの
疑問や質問を歓迎します。
　これから聖書を学びたい方は、ぜひ一度
ご参加ください。
■来月の例会のご案内
10月16日（木）ＰＭ7：00-8：50
　聖書があたえる困難に打ち勝つ力
　　－リウマチとともに歩んだ53年（仮題）

　世界の流れを大きな視点から見ると、文化的、経済的繁栄がキリスト教と
ともに西へと向かう傾向がみられます。ユダヤで始まったキリスト教は、まず
ヨーロッパに広がり、「蛮族」の地だった西ヨーロッパで発展し、同時にその
地域は文化、経済的に発展し、世界の中心となりました。そこから人々が西に
向かい、大西洋を渡って最初に北アメリカに住みつくと、この地域もキリスト
教とともに発展し、なぜか世界の中心になりました。
　ヨーロッパがキリスト教の中心だった時代に、そこから世界中にキリスト
教を広げようとする試みが行われましたが、西であるアメリカでは成功をお
さめたのに対して、東であるアジアでは大きな成果は無かったのです。
　ところが、世界の繁栄の中心が太平洋を渡ってアジアに向かっている今、
キリスト教の中心もアジアに向かっています。中国やインドではクリスチャン
が急速に増えており、キリスト教の国際会議でも、かつては極めて少数派
だったアジアやアフリカからの参加者が、今や主流派となりつつあるのです。
　このようにキリスト教が西に進んでいくことが、二千年前に書かれた新約
聖書に預言されているのをご存じでしょうか？今回はこのような観点から、
聖書と世界の関わりを皆さんと学びたいと思います。ぜひご参加ください。

聖書は世界を変えた？
　　キリスト教とともに動く文明の「津波」

聖書研究会とは
　1948年設立のプロテスタント
教会で、あまり「宗教的」でないのが
特徴です。イスラエルのクリスチャ
ン支援と、同じ活動をするアジア各
国のクリスチャンとのネットワーク
作りに力を入れています。


